


















































































































































































































































































































































































































































































         
 




























                              起伏に富んだ公園の土手で、木の実や虫もみーつけた！ 
背中に乗るのは“ジュンバンコ” 
指の先にはてんとう虫が！ 
耳の長い ウサギさん！ 
汽車になって！（両手は輪）
頭をあげた亀のポーズ！ 
 
戸外に出るだけで体験が広がります。四季折々の花や虫に
触れ、風を感じ、音を聞くことで心も和みます。 
散 歩 
バスに乗って揺られてる♪♪ 
 
ピアノの音に合わせて走る・跳ぶ・ハウ・スキップ
などの動きをします。腕や足の力、バランス感覚、
しなやさなど養われます。 
リズム遊び 
 
保育士がわらべ歌をうたいながら相手をします。大好きな人と楽しさを共感
しながら遊ぶことで、人への信頼感が深まり、情緒の安定につながります。 
ふれあい遊び 
かさなど養われます。
－ 43 －
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７．心とからだを育む運動あそびの魅力
　各園の様々な活動は、いずれも幼児期運動指針
にある４．幼児期の運動の在り方として、２）運
動の行い方（1）多様な動きが経験できるように
様々な遊びを取り入れること（2）楽しく体を動
かす時間を確保すること（3）発達の特性に応じ
た遊びを提供することという観点の元に取り組ま
れている。
　幼児期には様々な遊びを楽しく行うことで、結
果的に多様な動きを経験し、それらを獲得するこ
とが期待される。多様な動きの獲得のためには、
量（時間）的な保障も大切である。文部科学省で
は、外遊びの時間が多い幼児ほど体力が高い傾向
にあるが、４割を越える幼児の外遊びをする時間
が一日１時間（60分）未満であることから、多く
の幼児が体を動かす実現可能な時間として「毎日、
合計60分以上」を目安として示すこととした。
　子どもたちの心とからだを育んでいくために
は、まず自然との関わりが重要である。
　自然物は子どもを取り囲む環境が急速に人工化
した現在にあって、子どもに感性を呼び覚まして
くれる。砂あそび、水あそびに興じる子どもたち
は、外界のものを材料とするあそびにおいて単に
ものを支配する経験を重ねていくだけではなく、
砂や水のもつ感触など無機質な遊具では感じるこ
とのできないものをからだで感じとっている。
　保育者は子ども一人ひとりの発達の特性をしっ
かり受け止め、その子どもがやりたいことを実現
できるようにしなければならない。自分のやりた
いことを見つけ、充実感を味わった子どもは、さ
らに自分の取り組んでいるあそびを面白くしたい
と考え、行動を広げていく。子どもたちは、遊ぶ
ことそれ自体が楽しいから遊ぶ。それ自身が目的
であり、新しい経験をあそびのなかから体験し学
習することで、さまざまな能力や態度を身につけ
て成長していく。子どもたちは、どうすればあそ
びが楽しくなるか、おもろしろくなるかをいつも
考えているかのように遊び方を工夫している。そ
こに保育者の適切な援助があるからこそ興味関心
の対象の幅が広がり、子どもの意欲や主体性が育
まれていくのである。子どもたちがいろいろなあ
そびに没頭する中で、子どもが感じ獲得していく
ものに保育者は目を留めていくことが必要であ
り、子どもたちがさまざまなことに興味や関心を
もつように保育者の工夫が求められる。
　また、子どもにとってできなかったことができ
るようになり、少しがんばればできそうな自分を
発見することは、大きな喜びでもある。次の目当
てを持てるような声かけ、挑戦できる場、手ごた
えのある環境を用意することは子どもの自信を育
てる2)。自信をもち、自己肯定感や有能感が持て
るような環境を考えていきたいものである。「が
んばりカード」や「がんばりマップ」など「おも
しろそう」「やってみたい！」と子どもの心を動
かすような環境を構成することや環境の中に多様
なものを用意することは、保育者の最も大切な役
割の一つである。しかしながら、環境の中に多様
なものを用意するのは保育者だが、それにどう刺
激を受けてあそびを展開していくかは子どもの自
発性に任されている。子どもが心もからだも解放
して自分の動きを出せるようになり、自分の行っ
ている動きが他者に認められたときに心が安定
し、自己肯定感が育まれていくのである。子ども
は心を動かし、からだを動かすあそびを通して保
育者との信頼関係を築き、友だちとかかわりなが
ら遊ぶ楽しさを味わっていく。あそびを通して人
やものとかかわり、自分の世界を広げていくこと
は、心とからだの健康にとって重要な視点である。
８．まとめ
　人々の生活様式は、科学技術の発展により様変
わりし、豊かになってきた。しかしながら、便利
さとは裏腹に自然環境や子どもたちを取り巻く社
会環境の変化は、心身の健康にも悪影響を及ぼし
ている。子どもたちの生活は夜型化し、就寝時刻
が遅く生活リズムが乱れてきている。ゆえに、子
どもたちの食生活も不規則になり、生活習慣病や
肥満が増加し、さらに子どもたちが運動する時間
や場が減少し、運動不足にもなっている。
　そこで、生活リズムの調整には、人と関わる運
動実践が有効である。運動実践により自律神経の
働きが良くなり、大脳の前頭葉が鍛えられる。人
と関わることで運動量が増えてより活動量が旺盛
になって体力づくりや心地よい疲れをもたらす生
－ 44 －
活リズムづくりにつながっていくのである3)。
　今後は、幼児の健康における運動の重要性を認
識し、幼児体育に携わる研究者や指導者・保育・
教育関係者が協力し、理論的裏づけによる実践的
な指導の普及や振興を図らなければならない。保
育や教育現場、さらには地域において子どもたち
の健康づくりに寄与し、健康の三大要素である休
養・栄養・運動の関連性や重要性を伝えられる指
導者の育成が求められる。子どもたちの心とから
だを育む様々な運動あそびを実践出来る保育者は
もちろんのこと、幼児体育指導員の養成にも力を
入れていきたい。
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